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蒙庭用エアコンの実使用時における成績係数に関する調査研究

その6　シェルター性能に対応したエアコンの選定方法について
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本報では、実使用時のエア：〕ンのCOPを推定するためのCOPマトリックスを作成し、住宅のシェルター

性能に対応した最適なエアコンの選定方法について検討することを目的とする。実使用時におけるエアコンの

特性は使用方法や．機種によって大きく異なる。設置する部屋の暖房負荷に対して過剰な能力のエアコンを

設置すると、エアコンのONつFF運転する時間が長くなり、暖房期間COPは低下する傾向がある。エア

コンを選定する際には、定格出力時のCOPや部屋の大きさだけでなく断熱性能や地域の気象条件を考慮し、

エアコンが最も効率の高い運転状態を維持できるように機種の選定、設置を行う必要がある。
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　　　　　家庭用エアコン，成績係数，実使用時，熱負荷計算

羅研究蔑的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タログ定格出力の比であり　（1）式で定義する。

本報その6では、前報までに報告したエアコンの実　　豊．2　解析概要

使用時COPの実態調査結果から、実使用時のCOP　　（1）　エアコンのCOPマトリックス

を推定するCOPマトリックスを作成し、建物の暖房　　　COP簡易測定手法を用いたエアコンのCOP実測
負荷を考慮した最適なエアコンの選定方法に関する検　　結果より、エアコンが定常運転しているデータを抽出

討を行うことを目的とする。　　　　　　　　　　　　しCOPを推定する。表3にエアコンの定常運転状態

前報その1からその5では様々な条件によって変化　　の定義を示す。エアコンが定常運転しているときの

する住宅用工アコンの実使用時のCOPの実態を明ら　　データより、外気温と部分負荷率をパラメータとし

かにした。本報では、実測調査結果からエアコンの　　て、実使用時のCOPマトリックスを作成する。

COPマトリックス作成し、住宅においてエア：〕ンの　　（黛）　建物熱負荷計算

設置条件を変化させた場合の暖房期間電力消費量と暖　　　図1に解析対象住宅モデル（日本建築学会標準住宅

房期間COPの計算結果について報告する。
麟対象住宅とエアコンの概要　　　　　　　　　　　　　　　　表署　対象エアコンの概要

2．1対象機器

表1に解析対象とするエアコンの概要を示す。実測
調査を行ったエアコン2始のうち、2台を解欄象聾鶉

とする。表2に測定期間を示す。エアコンのCOP
は外気温と部分負荷率によって変化すると考えられ　　　　　　　　　表2　測定期間

る。部分負荷率は、エアコンの実使用時の出力と力　　　エアコン名

　　　　　　　　実使用時のヱアコン出力　　　　　　　　　　　エアコン①
　部分負荷率需　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・胆q＞

　　　　　　　力夘グ定格工ねン出カ　　　　　　　　　　　エア鶉ン②

［W］ 茎　曜’［W〕
エアコン名 運転状態

カタ日グ

bOP 標準 中闘 低温 標準 中閣 低温

エアコン① 暖房 6」5 280G 肇400 4盆OG 455 225 1250

エアコン② 暖房 494 4000 2笠GO 46◎◎ 8沁 355 纏◎◎

エアコン名 瀾定期間
20◎6／◎裳／◎3　　一　　譲O◎6／⑪2／董6

エアコン①
20⑪6／薯霊／壌3　　－　　2◎06／遺2／27

エア鶉ン② 2◎03／◎8／◎1　－　2006／03／3翼
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モデル）を示す・表4にシェルター条件と室内温湿　　C9612に規定されている効率低下係数025を用い

度条件・換気回数を示す。拡張アメダス気象データ　　て部分負荷率0～α4の範囲でCOPを推定する。部

より・仙台・新潟・東京・福岡の4地域を対象に・　　分負荷率○．4の日寺のCOPをCOP　（○。4）とする

熱負荷シミュレーションソフトTRNSYSにより断熱　　と・　COP　（0．　X）　は　（2）　式で与えられる。

性能を変化さぜた建物の熱負荷計算を行う。

（3）麟媚勧消醒と囎鯛C・Pのシ戴C鋤X）畿C・P（・・4）・圓2釧レ餐））・唯）
　　　レーシ鷺ン

　表5にエアコンの設置条件を示す。case　1は．エ　　エアコン①は・部分負荷率0。4の時にCOPが最も高

アコンを全ての部屋に1台設置した場合、case2、3　　い値となる。又・外気温が上昇するとCOPは上舞

は複数室を一つの暖房空間として1台のエアコンを設　　する傾向がある。

置した場合である。熱負荷計算により算出した建物負　　　図3にエアコン②のCOPマトリックスを示す。工

荷とCOPマトリックスを用いて．エアコンの設置条　　アコン②は部分負荷率が大きくなるとCOPが上舞

件を変化さぜた場合の暖房期間積算電力消費量と暖房期　　し・外気温が上昇するとCOPが上昇する。

間COPの算出を行う。　　　　　　　　　　　　　　　図4に外気温3℃の時のエアコン⑦、②のエアコン

灘　解析結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3　エアコンの定常運転状態の定義

翫l　C◎Pの推定モデル　　　　　　　　　　　　　　i＞5分以上連続してエアコンが動作している

図2に、エアコン①の騙運転時のcOPマトリッ　縫祷藷灘膿鐵廉謙
クスを示す。エアコン①は測定期間を通して定常状態　　lv猿鰯B露霧論時間の吸込唇吹出空気のエンタルピ　差が

時に・部頒弊がα4以下に低下することは無く・　瀦：1薩薯套ヒ舗騰叢瞭綴器礫炉
ON－OFF運転となる。従って、部分負荷率0。4以　　　平均値の難5°c以内

下ではC・Pが低下すると推測される・そこで・」IS鍬讐欝灘贈箏灘翻罷除く．

　　表尋　曝房負荷計算のシェルター条件室内温湿度条件　　　　　飾一

断熱性能
室内温湿度条件

温度［℃1 絹対湿度〔％］
換気翻数［回／h］

⑦熱損失係数Q識稽πW／m旬
@（次欝代省エネルギー基準〉

⑪．5

②熱損失係数G哺騒［卿m旬
@　　　（断熱耕なし）

窒o 5ず
t5

＊3三SO9餅2「ルームエアコンディショナの暖房標準能力試験条件」による

換気翻数［回／h］　　　　　　　　「

憐博

賦

「・ A　「’・、　／　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　・・，、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脅s

一トｵ］　　・イ・　　　隊
薮　　　　　・伽一　　、

玄關 @蔓歌・　　　　、先薩所

、・ 戟@　　　　i

裕室

　『

｝継

i＼

＼

　

盧

r

　1

v 濯 ∴1
響際∫〔

@　ゐ
「　曳

1　7

^｝
　難。鴛． 獣難 簸雛灘

訟へ鼻
T・》、晦ξ！胸で

惚瞬・麗㍉

ﾄく’で瓢

　、ウA@ン裾’・

f窟鹸

‘

　　　ド@㌍蓋’
^、1∫密　さ冒∵瀞

A∵1：噛
h・婁掬》／

鏑’・安

箔蛻
き：魏麟：を鷺鰍灘繊二�

穫騨で’

`，ハ丹’モ�

　’噺’♪‘、訟鞭灘

?@㌫；
ｱ轡鰹蹴・巖゜獄

ﾚ膨灘

�灘義〆　属　　　｝

’だ1�

”撫

D鎌
f　　くく　　く�

♪1”ハ

�Y　、　　、、�

　々：坊
pぎ麟　　興’／’矯難騰�

　㌧ヤ　　蹴ぐ

Q携彩

ﾟζ・・�

罵、群

R脇
Y�

擁覇�》，�毒》�誇’み�二�
’二

磨@

A，��
詫　　　　♂’哲

A、く，� 零�
写’沈　’�

鱗1灘、�

6　一�� 農　癖� 　　　1◎　竃2　纒　袴�

0

叢慧灘
　／　　しノ

室

・繋萎載

こ燃藩蹴i

箋裏藝鰯室1寮〔蛋

　　◎a
　　　　　　　－6　一

　　　　　　　　　　外気温［℃3
　　　　　　※エア覇ン①は部分負荷率0．轟で断続運転となる。

2　部分負荷率、外気温とCOPの関係（エア羅ン①）

1　解析対象住宅モデル

名� きさ� as副� ase2� ase3
o占� �D蛋和

ﾇ俗
ｨ�

貼� � �
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噸� 0� � と�

塞1� 5�
窒2� 帖� � ≦㌧

室3� 魑� �

∴／㌣ノ∫ウ㍉’ゆ

^・冨　∵〉’フ～”ジニふ1・♂，　’
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：エアコン設羅位置�

o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　case　2、3

　　　　　　　　　　　　　　　　　’、ド　　、・　個室1、　2、　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－｛｝畷　一2　9　黛　毒　6　8　燈　緯　矯　睾6
c轡2βは譲数の艶冶磯房した構　　　　　　　　　　　　外気測・C3
外気灘陛 _禦瀦ン槻勢墜辮激を上限とする・鴎部頒礁、外観とC。Pの縣（工芦ン②）
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出力とCOPの関係を示す。エア：〕ン①、②では特　　京．福岡ではcase2が最も暖房期閲COPが高くな

性が異なり。エアコン出力が2000W以下ではエア　　る。断熱性能②では。　case毎による暖房期間COP

コン①がエアコン②に比較してCOPが高い。エアコ　　の違いは断熱性能①に比較して小さい。断熱性能②の

ン②はエアコン出力が高くなるにつれてCOPが上昇　　暖房期間積算電力消費量は、仙台、新潟においては

する。エアコン出力が2000W以上では、エアコン　　case　2が最も多くなり、東京。福岡ではcase　2が

②のCOPはエアコン①に比較して高い値となり、相　　最も少なくなる。断熱性能②のcase　2。　3では、

対的に消費電力が少ない。　　　　　　　　　　　　　　外気温2℃以下の時に定格暖房低温能力以上の暖房負

3．2　C（）Pの計算結果　　　　　　　　　　　　　荷となり、負荷に対してエアコン出力が不足する場合

図5に仙台、新潟、東京、福岡において対象住宅　　がある。

にエアコン①を設置した場合の暖房期間積算電力消費　　3、3　曖房期間総禽負荷と累積時間

量と暖房期間COPの計算結果を示す。断熱性能①　　　図6、　7に仙台、福岡におけるca＄e2のLDK

（次世代省工ネルギー基準）では、各室にエアコン　　と寝室の暖房負荷量と累積時間、エアコン①のCOP

を1台設置するcase1に比較して、複数室を一つの　　マトリックスを用いて計算した暖房期問COPを示

暖房空間として1台のエアコンを設置するca＄e　2、　　す。暖房負荷量とは．　暖房期間における暖房負荷

case3の暖房期間COPが上昇し、暖房期間積算電　　と、その負荷の累積時間の積であり、各暖房負荷に

力消費量が少ない値となる。　　　　　　　　　　　　　おける暖房期間全体での年間累積暖房負荷を表す。仙

断熱性能②　（断熱材なし）では、仙台、新潟に　　台における算出結果では．しDKにエアコン①を設置

おいてcase1が最も暖房期間COPが高くなる。東　　した場合、暖房期間COPは573となり．寝室に

　　　　　　　　　＿．　　　＿　　　　　　　　　設置した場合は5β0となる。
　　躍エアコン①．消費電力爲エア覇ノ②．消費電力《トエアコン①一GOP＋ヱアコノ②．GOP

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　14。。　　　福岡ではLDKにエアコン①を設置した場合、暖房

　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12。。　　　期間COPは6．49となり、寝室では5．79となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10。。　　これはエアコン①が。部分負荷率α4　（エアコン出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1・［ニー7メ＿。，擁き翻徐耀聴器纂懸瓢

　°、、。、。。，，◎，。。、、。11、。12誌14。◎1，G。16、。，g6。、。。。，2、。、、。。　G　　　しないため、全運転時間でON－OFF運転となる。仙

　　　　　　　　工驚ン出力〔w3　　　　　　　　　　台と福岡のLDKを比較すると、部分負荷率○。4付近

図4エアコン①とエアコン②のエア識ン出力C◎Pの閥係　　に年間累積暖房負荷量のピークがある福岡のCOP

　　　　　　　　　（外気温3°C＞　　　　　　　　　　　が、麹台のCOPを大きく上回っている。

　7．◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．◎

　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　1命case1“case2一餅case3
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　　　（騒）断熱性能①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）断熱性能②

　　　　　図5　曝房期間積算電力消費量と暖房期間COPの計算結果く断熱性能①）
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躍　蒙とめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）エアコンを選定する際には、定格出力時のCOP

1）エアコン①は部分負荷率04の時にCOPが最も高　　　　や部屋の大きさだけでなく・建物のシエルター性

　　くなる。エアコン②は部分負荷率が上昇するとC　　　　能や地域の気象条件を考慮し・エアコンが最も効

　　OPは上昇する。エアコン①．②ともに外気温が　　　　率の高い運転状態を維持できるように選定、設置

　　上昇するとCOPが上昇する。　　　　　　　　　　　　　を行う必要がある。

2）　エアコン出力とCOPの関係は機種によって異な

諾沸錨叢欝鵠線工盈1謬鱗幣簾霧懲難課発皐肇

碁甥鑑掛畿晶②のc°plll藝鯉灘購鍵1隷簾1
3）エアコン①のCOPマトリックスを用いて行った暖　　た・関係各位に深く感謝の意を表します・

　　房期間積算電力消費量と暖房期間COPのシミュ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置参考文献婁
　　レーション結果では、次世代省工ネルギー基準　　わ赤林・坂口・佐藤嫁庭用エアコンの実使用時における成
　　　（断熱性能①）では、各室にエアコンを1台ずつ　　績係数に関する研究その1」日本建築学会北陸支部研究幸酷

　　羅する胎砒較して頷数室に1台の工刀萎～櫻㌦本纐。隊庭肛アコンの簸驕における成

　　ンを設置する場合に暖房期間COPが上昇し暖房期　　績係数に関する研究その2」日本建築学会北陸支部硲究報告

　　鵬力韻量⑭なく騒　　　　 警1器㌔木。坂師山。騰磁肛アコンの実使用

4）断熱材なし（断熱性能②）では、仙台、新潟に　　時における成績係数に関する研究その3」日本建築学会北1鼓
　　おいて各室にアコンを治ずつ羅する胎こ暖騨書墾嘉籍謬驚9）「エアーコンディショナ第倍幽

　　房期間COPが上昇する。断熱性能②のca＄e2、　　吹き形エアコンデイシヨナとヒ嚇トポンプ定格性能及び運車云

　　3では。外気温2℃以下でエアコン定格暖離温讐馨騨媚瀦1温惣里稼翻エアコンの実使用

　　能力以上の負荷となり、暖房負荷に対してエアコ　　時における成績係数に関する研究その4」日本建築学会北陸支

　　ン出力が不足する胎がある．　　　　響騰噸ノ1影石山。鯉「家庭肛アコンの実使用

5）暖房負荷に対して過剰な能力のエアコンを設置する　　時における成績係数に関する研究その5」日本建築学会北陸支

　　とON－OFF運転する時間が長くなり、暖房期間C　　部研究報告集・2GO6年

　　OPは低下する。
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